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Ll)当村で経験した重複癌17例の検討
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当村開設後18年6カ月 (197ニト隼12月-1991)年51十)

をこ経験 した口腔癌205例のうち鶴領域癌との豊壌を認め

た17例につき検討した.結果:性.隼齢は男性12例.育

性5例で,亜～85歳,平均65.4歳であった.二義癌はま3

例,三童癌は4例.二重癌の発生間隔は1-7川 -13年6

カ札 平均 -̀1年11･吊卜L':.. 1年1､小勺発生L･')同時性が2例.

異時性が11例.尚,Ll陸醸し'う先行した_もの7例.後発6

例であった. 三塵癌では同時性3例,輿時性 1例であっ

た.顎口腔領域の発盤部位は,歯肉5例,頬粘膜4例,

舌二1例.LI蟻.L_J峡咽頭各2例.顎下腺1例で,組織型

は扇平上皮癌15例,粍表皮癌,上皮内癌各 1例.髄領域

i.r)発牛部位は.i,71べ21例中,胃6例,食道5例,肺3例.

上咽頭,下咽頭,直腸,肝臓,喉頭,耳介,頚部リンパ

節 (悪性 リンパ腫)各1例であった.治療後の転帰はヲ

経過良好3例,他領域癌治療中3例,最終発生癌死相例

(L_｣陛･.1例.他領域6例上 合併症柁1例て･鉦･,た.

5)骨髄移植時におけるシクロスポ リン血中濃

度モニタリング
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3名の小児骨髄移竜観象著に対しシクロスポリンA(CyA)

を投与しその血中濃度モニタリジグと Bayesian法をこ

よる至適授与慶の設定をおこなった.静注をこよる投与期

間中,日数の経過とともをこ3症例すべてをこ血中 CyA濃

度の上昇傾向が認められた.その原因を探る目的で各種

臨床検k.値 LGOT.LAl~).AIJP､BLTN,SeI･,Hct.

トロンボテスト)を説明変数とし,CyA クリアランス

を田的変数とした重回帰分析を試みた.その結果 CyA

ウりー~′.'二ランスを決定する因子として ALP及び Scrに

有意性が認められた.CyAは主に肝臓で代謝され胆汁

緋鯉塾の薬物であることから,腎親機低下が CyA 夕

日丁ランス低~Fの直接の要因になるとは考えにくく.胆
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汁うっ滞の指標である ALPの上昇が CyA クリアラ

ンスの低.Flこ関与し_ている可能性が示唆された,

なお Iiayesian法を用いた CyAの至適投与設計亡Lよ

臨床上着周であったが,今後は今回得られた回帰式をモ

デ叫 こ組み込むことをこより,より翰慶の高い授与設計が

可能に在ると思わttる,

6)肝細胞癌 iこ対する二･ス-ll':)ナン ･エビルビ

シン･リどす-.-卜､JLr懸濁液 (CEI.._S)の休
内動態 と臨床効果
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(新潟大学第三内科1

～∴潟大学医学部
属病院薬剤部

演者らは,治療効果を高めるためシスプラチソ(CDDP)

に-I-ビILどこン (T･:Ill)を併用し,更に両薬剤の除放効

果をll的とした ClIX)P･1;IPl･りどすド-JL懸濁液 (LtLSl

を肝細胞癌患者に応用 してきた.今回調整法を若干変更

したとこ/一.in ･ヽitl･0において CDDP('T)溶出率は従

来法に比べ有意に減少していたが､EI〕1には変化が認

められなかった巾CELSを肝動注された患者の束縛血

中cT)('l)1)1'濃度および EPl濃度を薬物動態学的に検

討したところ,従来法より更に CDDPの肝からの流出

が滅′レした.副作用については従来法上同様に低柳窪で

あった,AFPおよび PまVKA-ⅠⅠなどの膿鼻マ-カ-

の増悪傾向をある程度抑えていた.今後は更に薬物の徐

放性,組織残留性の改善等ハ製剤学的検討を含め.症例

数を黍ぬることをこより効果を詳細に評価する必要がある

と思われる.

7う血管新生阻害剤 (AGM-1470)の ヒ ト由来
培養がん細胞に対する増殖抑制効果及び繊

毛癌に対する肺転移抑制効果
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増殖抑制効果及び紙 E-癌LT)肺転移抑制効果につき検討し

た.日用こ~1ヒト由来培養がん細胞 (繊毛癌3種,卵髄

癌 2穂. f一宮体癌3穐)を用い 1O-LIO13/lg.:mlの濃

度で7i-1間培養し腫壕増殖曲線を作製,IC50を策出し

た.また,nudemouse皮下に移植した膝壕が 100-2(X)

mm3となった時点よりAGM-1470を投与 (30.10,3

mgl･:kg.隔日皮下注)し.増穂抑制率を算出.摘出 し


